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研究成果の概要（和文）：本研究は、古代末期のキリスト教思想家であるアウグスティヌスの聖書解釈、とくにその思
想の成熟期にさきだって著された「創世記」とパウロ書簡に関する註解書を分析することによって、アウグスティヌス
の聖書解釈の実態を解明するとともに、その解釈法が人間論、ならびに言語理論と密接に関連していることを示した。
これによって、アウグスティヌスの思想が聖書解釈の実践によって深化する過程が実証されるとともに、古代末期の聖
書解釈学が、言語や人間の本質についての理解を包括していることが明らかにされた。本研究は、海外研究協力者、ま
たアジア環太平洋地域の研究者との相互交流のなかで遂行され、その研究成果を国内外に発信した。

研究成果の概要（英文）：This research project explores the details of the scriptural exegesis in Augustine
 of Hippo, one of the most influential of the ancient Christian interpreters of the scriptures, particular
ly in his commentaries on the Pauline epistles and the book of Genesis, during the period between his conv
ersion in Milan (386) and his ordination as bishop of Hippo (396), thereby attending to a crucial question
 of how he determines a close correlation between the exegesis and the anthropological and linguistic theo
ry from contemporary viewpoints. It is noteworthy that the ancient exegesis includes a comprehensive under
standing of the nature of language and the human beings. This research has been stimulated by the growth o
f international collaborations between the Asia-Pacific and Japanese patristic scholars.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 古代の教父が取りくんだ聖書解釈について、
1950 年代前半にはその体系的な見取り図を
作成することがほぼ不可能とみなされていた。
しかし、1960 年代末期から研究領域として創
出されはじめた「古代末期 (Late Antiquity)」
の社会的、文化的、経済的な環境についての
研究の進展とともに (Cf. G. Bowersock, P. 
Brown and O. Grabar (eds.), Late 
Antiquity: A Guide to the Post classical 
World, Cambridge, MA 1999)、学術研究とし
て確立しはじめた。現在私たちは、7 世紀ご
ろまでの古代教会のなかで、聖書本文がいか
に成立し、伝承され、流布し、解釈されてき
たかについての多くの知見を共有するにいた
っている  (Cf. C. Kannengiesser et al. 
Handbook of Patristic Exegesis, 2 vols. 
Leiden 2004)。古代教会の聖書解釈者に多大
な影響を与えたアウグスティヌスの聖書解釈
学についても、その解釈法の特徴や、東西教
父の伝統からの影響、ドナティスト派ティコ
ニウスなど同時代の解釈理論との関係につい
ての研究が推進されている。 
近年のアウグスティヌス研究においては、

主著『告白』 (397-401 年頃執筆) にさきだ
つ 5 年ほどのあいだの思想の展開が注目され
ている。この短い期間のなかに、成熟期のア
ウグスティヌスの思想の萌芽と、失われた可
能性をさぐる研究が提起されはじめたからで
ある (Cf. P. Brown, “New Directions”, in 
Augustine of Hippo. Berkeley 2000: 
489-490)。とはいえ、聖書解釈の実態につい
て、この時期の思想の展開との関連に着目す
る研究は依然としてかぎられている (Cf. E. 
Plumer (ed.), Augustine’s Commentary on 
Galatians. Oxford, 2003)。 
 本研究の研究代表者・上村直樹は、さきに
アウグスティヌス初期の「創世記」解釈の実
態を考察し、『マニ教徒に対する創世記註解』
や『未完の創世記逐語註解』のうちに成熟期
の聖書解釈にいたる萌芽が、その方法にも、
またそれにかかわる人間理解においても認め
られることを明らかにした  (“Augustine’s 
First Exegesis and the Divisions of 
Spiritual Life”, Augustinian Studies 36, 
2005: 421-432; “Augustine’s Scriptural 
Exegesis in De Genesi ad litteram liber 
unus inperfectus”, Studia Patristica 49, 
2010: 229-234)。また、研究分担者・佐藤真
基子は、聖書解釈の原理を論ずる主著『キリ
スト教の教え』（397 年頃執筆開始）の検討を
皮切りに、その原理をささえる言語理論がい
かに形成されてきたかを考察した。そして、
その理論の萌芽が、先行する著作『嘘につい
て』（394 年）のうちに人間の「原罪」論との
かかわりにおいて認められること（「『心の口』
で語るとはいかなることか─アウグスティヌ
ス De mendacio における」『中世哲学研究』
26, 2007: 62-73）、また、同時期の『ガラテ
ヤ書註解』（パウロ書簡註解のひとつ）との心

のあり方に関する用語上の一致を明らかにし
た。そこで、これら両名の研究成果、また、
Eric Plumer の研究をふまえつつ、本研究は、
アウグスティヌス研究における欠落を埋める
べく立案された。主著『告白』の成立にさき
だつ期間におけるアウグスティヌスの思想の
展開を、この時期に取りくんだ聖書解釈との
関連を検討することによって考察することを
目指して、着手された。 
 
２．研究の目的 
 主著『告白』や『キリスト教の教え』に先
行する時期のアウグスティヌスの著作群は、
「創世記」や「詩篇」、福音書やパウロ書簡に
関する註解書のほかに、哲学的・神学的著作、
説教、書簡など多岐にわたっている。本研究
は、『告白』、『キリスト教の教え』にさきだつ
約 5 年という短期間に焦点をしぼることによ
って、アウグスティヌスの聖書解釈の技法を
具体的に分析するとともに、その解釈と思想
形成との関わりを包括的に解明することを目
的とする。本研究の研究代表者・上村は、す
でにアウグスティヌス初期の「創世記」註解
についての研究を進めてきたので、これまで
の研究成果を踏まえたうえで、『未完の創世記
逐語注解』（393 年）に前後する時期の著作や
説教、書簡から網羅的に「創世記」解釈を洗
いだすとともに、『ガラテヤ書註解』『ロマ書
選釈』『ロマ書未完註解』などのパウロ書簡註
解書の実態解明にとりくむ。また研究分担
者・佐藤は、『嘘について』のなかにアウグス
ティヌス成熟期の言語理論、人間論の萌芽を
見出した研究を引きついで、それらの理論が
この時期の聖書解釈、とくに「創世記」解釈
とどのように関連し、展開しているかを検証
する。 
 本研究の課題を達成するために、研究代表
者と分担者が共同してとりくむ課題は、つぎ
の 3 点にまとめられる。 

課題 1: アウグスティヌスは「創世記」お
よびパウロ書簡をどのように解釈したの
か。 
課題 2: 『嘘について』に前後するアウグ
スティヌスの言語理論が、どのように変化
したか(あるいは変化しなかったか)。 
課題 3: 人間論はいかに展開したか（ある
いはしなかったか）。 

両名はそれぞれの研究から得られた知見を共
有することによって、「創世記」とパウロ書簡
という成熟期の聖書解釈にとってもっとも重
要な聖書テキストを解釈する営みが、言語と
人間についてのアウグスティヌスの思想の形
成と深化に連動していく過程の解明を目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究において焦点をあてる390年代中期
から後期は、アウグスティヌスがはじめて教
会の指導者に就いた時期であり、その著作活
動は、哲学的・神学的な探求にとどまらない



多様な様相を見せはじめている。そのため、
本研究では、コンピュータデータベースを駆
使してこの時期のテキストを網羅的に調べる
ことで、抽出した聖書解釈についての議論の
分析を進めた。とくに上村は、それらのテキ
ストとおなじ時期に著された聖書註解書との
関連を検証することによって、聖書解釈の実
態を解明することにとりくんだ。佐藤は、す
でに着手している『嘘について』の分析を手
がかりに、『教師論』から『嘘について』、そ
して『告白』へと展開するアウグスティヌス
の言語理論の変化の可能性を分析した。その
うえで、その言語理論の展開が同時期の聖書
解釈とどのように連関しているかについて検
証した。 
 両者の研究は、研究経過を共有し、意見を
交換する機会を緊密に設けることによって、
当該時期の聖書解釈の実態を包括的にとらえ
ることを目指すとともに、それぞれの分析結
果を相互に参照し、修正をくわえながら進め
られた。同時に、海外研究協力者とも研究の
途中経過を共有し、意見を交換することによ
って、国際的に開かれた研究の進展を目指し
た。研究の成果は、国内外の学会における研
究発表、および論文発表において、国内外に
発信した。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 23 年度 
 研究初年度にあたって両研究者は、研究計
画にあげた課題 1「アウグスティヌスが、「創
世記」とパウロ書簡をどのように解釈したの
か」と、課題 2「『嘘について』に前後するア
ウグスティヌスの言語理論が、どのように変
化したか（あるいは変化しなかったか）」を考
察することに着手し、その成果を国内外の学
会において発表した。また、これまでの研究
成果を公刊することによって、今後の研究の
方向を明確にすることにとりくんだ。 
研究代表者・上村は、5 月にフレデリクト

ンで開かれたカナダ教父学会の年次研究集会
において、「創世記」1:26-27 解釈の問題性に
ついて発表し、本研究計画が対象としている
『告白』先行段階において、アウグスティヌ
スがすでに「創世記」冒頭解釈の基本的な枠
組みを構築していたことを明らかにした（学
会発表 1）。さらに、8 月イギリス・オクスフ
ォードで開かれた国際教父学研究集会でパウ
ロ書簡解釈に関する発表を行なった（学会発
表 2）。本研究は、2013 年刊行の Studia 
Patristica 第 70 号に掲載された（図書 2）。
そして、年度末にオーストラリアカトリック
大学の初期キリスト教研究センターで開かれ
た研究集会に参加し、研究の進行状況をレポ
ートするとともに、海外研究協力者 Pauline 
Allen 教授との意見交換を行なった（学会発
表 4）。 
研究分担者・佐藤は、アウグスティヌス『嘘

について』において展開している「嘘」の成
立と人間の志向性を結びつける独自の理解が、

『告白』では「嘘」から免れない者としての
人間観へ深化し、そのキリスト論の確立に影
響していることを明らかにした。そして、そ
の成果を『中世思想研究』第 53 号に投稿・
公刊した（雑誌論文 1）。さらに、アウグステ
ィヌス初期から中期にいたる言語理論の発展
が、そのキリスト論に密接に関係しているこ
と、また人間の言語的営みが救済に寄与して
いることを明らかにし、11 月福岡市で開かれ
た中世哲学会大会において発表した（学会発
表 3）。 
 
(2) 平成 24 年度 
 研究第 2 年度において両研究者は、研究計
画にあげた課題 1「アウグスティヌスが、「創
世記」とパウロ書簡をどのように解釈したの
か」と、課題 2「『嘘について』に前後するア
ウグスティヌスの言語理論が、どのように変
化したか(あるいは変化しなかったか)」の検
討を継続し、その成果を国内外の学会におい
て発表するとともに、課題 3「人間論はいか
に展開したか（展開しなかったか）」の考察に
着手した。 
研究代表者・上村は、5 月にウォータール

ーで開かれたカナダ教父学会の年次研究集会
において、パウロ書簡についてのアウグステ
ィヌス初期、中期の解釈を分析した成果を発
表した。そして、『告白』に先行する段階で、
アウグスティヌスの人間論が古典的、目的論
的な人間の完成への階梯論から移行し、恩恵
の神的な介入をみとめる救済史的、歴史神学
的な枠組みに包摂されつつあることを明らか
にした（学会発表 5）。さらに、7 月に韓国ソ
ウルで開かれた「アジア環太平洋初期キリス
ト教学会」では、『告白』の回心の場面に現れ
るパウロ書簡解釈の意義を、先行する著作群
のなかに検証する発表を行なった（学会発表
7）。あわせて、本研究の成果を紹介するウェ
ブサイトを構築し、研究状況について周知す
る枠組みを設定するとともに（その他 ホーム
ページ等）、研究の進展にともなって順次ウェ
ブサイトの内容を更新した。 
 研究分担者・佐藤はまず、万物の生成原理
としての「言葉」理解の変化を、初期、中期
著作において分析し、アウグスティヌスが、
「言葉による創造」というヨハネに由来する
考えを、ギリシャ的な形相付与による創造と
して理解することから出発し、創造者の意図
的な発話として捉えるにいたったという思想
の展開を明らかにした。そして、『告白』にお
ける「創世記」解釈の枠組みを解明したこの
研究成果を、7 月に韓国ソウルで開かれた「ア
ジア環太平洋初期キリスト教学会」において
発表した（学会発表 6）。さらに、『ガラテヤ
書註解』の分析に着手することによって、パ
ウロの言葉と「真理」概念との関係に着目し、
アウグスティヌスのこの時期以降の聖書解釈
論に反映する「真理」概念が、この関係によ
って確立していたことを明らかにした（雑誌
論文 4）。 



 
(3) 平成 25 年度 
 本研究の最終年度において、これまでに明
らかになった問題を検討するとともに、全体
の研究成果をまとめ、10 月にオーストラリ
ア・メルボルンで開かれた初期キリスト教研
究学会で発表した。そして、冊子体の英文研
究報告書を刊行するとともに、海外研究協力
者との共同討議をおこなった。 
 研究代表者・上村は、5 月にシカゴで開か
れた北米教父学会において、対話篇という文
学形式について検討し、アウグスティヌスを
とりまく共同体における教育のあり方を考察
し（学会発表 8）、つづく 6 月のヴィクトリア
でのカナダ教父学会において、初期の覚え書
きといわれる論考のなかに、すでに枢要な問
題の布置が設定されていることを明らかにし
た（学会発表 9）。 
 上村と研究分担者・佐藤（10 月から、研究
協力者に変更）はともに、10 月にオーストラ
リア・メルボルンでひらかれた初期キリスト
教研究学会において、これまでの研究によっ
て明らかにされたアウグスティヌスの「創世
記」解釈とパウロ書簡解釈の実態、また、そ
れぞれの解釈を支えたアウグスティヌスの人
間論、言語理論といった思想の展開について
論ずる研究発表をおこなった。佐藤はとりわ
け、「創世記」解釈を初期の註解書において救
済論的な視点から考察し、上村は、主著『告
白』におけるアウグスティヌスのパウロ書簡
との出会いの意義を、とくに「回心」につい
ての記述のなかに考察した（学会発表 10、11）。 
 両者はこの発表をふまえ、11 月以降、英文
研究報告書を刊行すべくその準備に着手し、
これまでの研究発表を再考し、その内容を必
要に応じて加筆、修正した。そして、平成 26
年 3 月には報告書を刊行するとともに（図書
3）、オーストラリア・ブリスベンでひらかれ
た共同研究集会に上村が出席し、その概要を
紹介した。とくに研究の成果とその意義を論
じた報告書の「序論」について報告するとと
もに、海外研究協力者、さらに研究集会に参
加した他のメンバーをまじえた議論のなかで、
研究をさらに展開する可能性について検討し
た（研究発表 12）。 
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